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〔
告

示
〕

〇
平
成
二
十
三
年
度
学
校
図
書
館
司
書
教
諭

講
習
実
施
要
項
（
文
部
科
学
九
一
）

J

〇
種
苗
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
品
種
登
録
し
た
件

（
農
林
水
産
一
〇
二
九
）

P

〇
種
苗
法
第
四
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規

定
に
基
づ
き
品
種
登
録
を
取
り
消
し
た
件

（
同
一
〇
三
〇
〜
一
〇
三
三
）

J
I

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

J
I

特
殊
法
人
等

日
本
弁
護
士
連
合
会
懲
戒
の
処
分
関
係

Q
J

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
関

係
会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

Q
N

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
九
十
一
号

平
成
二
十
三
年
度
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
講
習
実
施
要
項
に
つ
い
て
、
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
講
習
規
程
（
昭
和
二

十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
四
日

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

平
成
二
十
三
年
度
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
講
習
実
施
要
項

一

受
講
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ

教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
に
定
め
る
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
又
は
特

別
支
援
学
校
の
教
諭
の
免
許
状
を
有
す
る
者

ロ

大
学
に
二
年
以
上
在
学
す
る
学
生
で
六
十
二
単
位
以
上
を
修
得
し
た
者

二

講
習
実
施
機
関

三

講
習
開
催
場
所

四

講
習
期
間

五

定
員

六

講
習
実
施
事
務
局
（
受
講
申
込
先
）

七

受
講
申
込
期
間

八

開
講
科
目

¡¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤¢¤¤¤¤¤¤¤¤¤¤£
別
表
Ò
の
と
お
り

九

申
込
方
法

イ

受
講
希
望
者
の
う
ち
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
者
は
\
及
び
]
に
、
同
号
ロ
に
該
当
す
る
者
は
\
及
び
^
に
掲
げ

る
書
類
を
受
講
申
込
期
間
中
に
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
講
習
実
施
事
務
局
（
受
講
申
込
先
）へ
提
出
す
る
こ
と
。

\

別
表
Ó
の
様
式
に
よ
る
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
講
習
申
込
書

]

第
一
号
イ
に
定
め
る
教
諭
の
免
許
状
を
有
す
る
旨
の
当
該
免
許
状
の
授
与
権
者
の
証
明
書
（
現
に
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校
の
教
諭
の
職
に
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
有
す

る
教
諭
の
免
許
状
の
写
し
に
原
本
と
相
違
な
い
旨
の
そ
の
所
属
す
る
学
校
長
の
証
明
を
付
し
た
も
の
で
替
え
る

こ
と
が
で
き
る
。）

^

第
一
号
ロ
に
定
め
る
大
学
に
二
年
以
上
在
学
し
、
六
十
二
単
位
以
上
を
修
得
し
た
旨
の
証
明
書

ロ

受
講
希
望
者
の
う
ち
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
講
習
規
程
（
以
下
「
規
程
」
と
い
う
。）第
三
条
第
一
項
の
講
習
科

目
の
一
部
を
修
得
し
た
者
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
講
習
科
目
の
一
部
の
単
位
を
修
得
し

た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
そ
の
旨
の
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

ハ

受
講
資
格
を
有
す
る
者
の
う
ち
規
程
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
講
習
科
目
の
全

部
に
相
当
す
る
単
位
を
修
得
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
ロ
と
同
様
の
手
続
を
す
る
こ
と
。

十

そ
の
他

以
上
の
ほ
か
、
講
習
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
講
習
実
施
機
関
が
定
め
、
受
講
者
に

直
接
通
知
す
る
。

˜


		2011-05-23T16:38:25+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




